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化粧品の広告表現

無添加

高貴成分配合

数種のアミノ酸
配合･･･

赤ちゃんにも安心

一か月で○○！

メラニンの生成を抑え、シ
ミ、ソバカスを防ぐ！

低刺激！

JCIA20200615_ADguide.pdf

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
みなさんはこれらの広告の表現を聞いたことはありますか？？化粧品の配合成分に関して無添加、高貴成分配合、数種のアミノ酸配合といった表現、　また、効能効果など安全性を保証する表現で赤ちゃんにも安心、低刺激などといった表現、そして一か月でここまで変化しました！とか、効果についてでシミを防ぐ、などといった使用前と使用後の比較写真など、まだまだたくさんありますが、これらは薬機法、景表法、化粧品等の適正広告ガイドラインなどの規制をかける法律やガイドラインにおいて、例外はありますが、禁止されている表現になります。次のスライドでそれらの法律について簡単に説明したいと思います。

例外(数種類の成分配合→各種述べること、使用前と使用後の写真比較では汚れた肌や洗浄後の肌の状態及びこれらの比較など)
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化粧品の広告に関する法律

不当景品類及び不当表示防止法(景表示法)
消費者に誤認される不当な表示の禁止
景品類の最高額、総額等を規制することにより、一般消費者
の利益を保護するとともに、過大景品による不健全な競争の
防止

医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等
に関する法律(薬機法)

虚偽誇大広告や承認前広告を禁ずるとともに、その監視指導
を実施することにより、医薬品等適正使用の確保を図っている

消費者庁．景品表示法
景品表示法 | 消費者庁 (caa.go.jp)
厚生労働省(2019)．医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等の一部を改正する法律（令和
元年法律第63号）Taro-（セット）薬機法一部改正要綱 (mhlw.go.jp)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
消費者は、良い商品やサービスを求めていますが、実際より良く見せかける表示が行われたりするとそれらにつられて消費者が実際には質の良くない商品やサービスを買ってしまい不利益を被るおそれがあります。景品表示法は、商品やサービスの品質を偽って表示を行うことを厳しく規制し、消費者がより良い商品やサービスを自主的かつ合理的に選べる環境を守る法律です
薬機法では、広告が行われるに際し、製品情報が正確に伝えられなければ、その適切な使用ができなくなる可能性があり、その弊害が重大であることから、虚偽誇大広告を禁ずるとともに、その監視指導を実施することにより、医薬品等適正使用の確保を図っている。医薬品と記載がありますが、この法律においては医薬品のみならず、医薬部外品、化粧品などの名称、製造方法、効能、効果又は性能に関して、誇大な記事を広告し、記述してはならないとされています
広告にはどのような種類があるのでしょうか
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広告の種類

ネット広告
インターネット上にあるホームページ、ブロ

グ、メール、アプリなどに掲載される広告

マス広告
テレビやラジオ、新聞や雑誌などに掲載される

広告。不特定多数の視聴者、読者へ向けた「マ

ス」向けの広告

SP広告
購買意欲の向上と購買行動への促進に重点を

追いた広告。ダイレクトメール、折り込みチラシ、

同封広告、会員誌広告、交通広告など

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
広告の種類としては主にネット広告、マス広告、SP広告の３種類があります。近年IT化が進むにつれてネット広告が増えてきたと同時にそれらに関する問題も増えていて来ています。そのため今回は数あるネット広告の中でもより多くの人が実施可能であると考えられるアフィリエイト広告に注目したいと思います



(参考)ネット広告の種類と市場規模

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
こちらは参考になりますが、ネット広告の種類と市場規模になります、種類や規模はどんどん増加傾向にあります。



アフィリエイト広告とは？

広告作成・掲載
(SNS・ネットニュース)

契約

ASP

アフィリテイタ―

消費者

広告主

報酬

報酬

閲覧

閲覧

商品の紹介
を依頼

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
それでは、アフィリエイト広告についてです。アフィリエイト広告とは、（アフィリエイター）が自分のブログやWebサイトなどの媒体に、広告主の商品についての広告を貼り、閲覧者がそのリンクを経由して広告主のサイトで会員登録したり商品を購入したりすることを目的としたネット広告の一つです。SNSやネットで良く目にしているかと思います。
仕組みとしては、まず、広告主（個人・企業）が商品の紹介をASPに依頼します。そして（アフィリエイター）は、自分が運営しているサイトの内容に合った広告を、ASPが提供する広告情報の中から選び、自分のメディア（サイトやブログ）に掲載します。消費者がサイトやブログを経由して商品を購入すると、その購入件数に応じて報酬が支払われるといった仕組みです。




アフィリエイト広告に関する問題点

①広告主ではないアフィ
リエイターが表示物を作
成・掲載するため、広告
主による表示物の管理

が行き届きにくい。

②アフィリエイターが成果
報酬を求めて虚偽誇大
広告を行うインセンティブ

が働きやすい。

消費者の意思決定問題

・自身が求めていた商品ではなかった。
→(効果、見た目)
・広告と書いてあることが異なる
→(定期購入条件、値段)
・広告そのもの、他の商品に関する猜疑心の増加

消費者庁(2016)．景品表示法における違反事例集
160225premiums_1.pdf (caa.go.jp)
【資料４】アフィリエイト広告をめぐる現状と論点（事務局資料） (caa.go.jp)

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
では、アフィリエイト広告に関してどのような問題がおきているかというと、広告主ではないアフィリエーターが広告を作成するため、広告主の管理が届かず、広告主が責任を取らない場合があるため、アフィリエーターが成功報酬を求めて誇大広告を行いやすいといったことが指摘されています。これらのことから消費者側は誇大広告に騙され、自分の求めている商品を買うことができなかったり、広告そのものや他の商品に対して猜疑心が増加し、商品を買う上での意思決定が揺らいでしまうため、消費者が適切に意思決定することができない問題が発生していると考えました。実際に消費者庁によると誇大広告による相談件数は年々増加していることから、それぞれの購買意思に誇大広告が関連することで適切な意思決定ができていないことがいえると思います。
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2-4.責任ある意思決定・広告や表示への批判的思考(その他事例、留意点) (caa.go.jp)

責任ある意思決定・広告や表示への批判的思考

クリックするだけで
手軽に契約ができて

しまう

クレジットカードなど
を登録していれば簡
単に決済ができる

サイト内に重要な情
報が目立たないよう

になっている

対象の興味に応じて
巧みに広告が表示
され、消費意欲をあ

おられる

口コミ、ランキング、
誇大広告など真偽
が危うい情報もある

問題の自覚 情報収集 理解 意思決定 評価

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
そのため、消費者のよりよい意思決定のためには、広告や表示への批判的思考が重要であるといえます。
ネット広告においては上記の５つのように対面よりも契約が容易で簡単に商品を買い求めることができるため、このようなプロセスを考慮し、意思決定を行うことが大切であるとされています。
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まとめ
 IT化が進むにつれてインターネットを通じた広告による企
業戦略が増加してきている。

・消費者一人一人のリテラシーが重要

・広告主、法、消費者の三つが適切にコミュニケーションをと
ることができるようにし、消費者の意思決定支援を行うこと
が重要。

・広告主、法は消費者を守る義務があるのではないか

・コロナの影響を受け、今後もより問題が生じる可能性があ
るためさらなる対策が求められる

・広告に関する法、規制、ガイドラインを知り、批判的思考の
ための材料にする

消費者の
価値観

広告主法

意思決定

プレゼンター
プレゼンテーションのノート
IT化が進むについれてネットを通じた広告による企業戦略が増加してきているため、消費者の選択肢は増えたがその情報が正しいのかを見極めるのが難しい現状にある。そのため、目の前の情報を安易に信じず、批判的に捉えて情報を理解して意思決定を行うことが大切であると考えた。また、今は多くの人がこうした広告で収入を得ることができる仕組みがされていることから、広告主、法律、消費者の三つが互いに適切なコミュニケーションをとることができる機会を設け、互いに理解を深め、広告主や法律は消費者の意思決定を支援し、消費者を守ることが義務なのではないかと考えました。また、現在失業やバイトができない学生もたくさんいることからこうした稼ぎ方がより増えてくる可能性があると思いました。確かに簡単に稼ぐことができることは魅力ではありますが、アフィリエーターはルールを守る必要があります。今回は化粧品に焦点を当てましたが、化粧品に限らず、アフィリエイト広告は多く存在します。広告に関する法律や制度を知ることでそれらの広告に関する批判的思考の材料にして、意思決定のプロセスを意識することが大切なのではないでしょうか。



参考

 化粧品と薬用化粧品 | 日本化粧品工業連合会 (jcia.org)

 消費者庁．景品表示法 景品表示法 | 消費者庁 (caa.go.jp)

 厚生労働省(2019)．医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律等
の一部を改正する法律（令和元年法律第63号）Taro-（セット）薬機法一部改正要綱 (mhlw.go.jp)

 消費者庁(2014)．最近のインターネット広告の動向と健全化の取り組み141216shiryo3.pdf 
(caa.go.jp)

 消費者庁(2021)．【資料４】アフィリエイト広告をめぐる現状と論点（事務局資料） (caa.go.jp)
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